
S7

え
ず
「
ル
ス
キ
ヤ
・
£
ド
モ
ス
チ
」
、
「
£
ス
ト
こ

イ
」
、
「
一
一
イ
ワ
」
、
「
ル
ス
カ
ヤ
ー
ム
イ
ス
ジ
」
な
ど
０
有
名
な
雑

誌
へ
寄
稿
し
、
又
軍
行
作
品
を
も
出
し
た
。
一
八
九
八
年
に
は
露

都
の
文
部
劇
場
で
「
倅
か
れ
た
壷
」
を
出
し
て
成
功
し
た
。
然
し

一
九
〇
六
年
に
イ
メ
レ
チ
ヤ
革
命
黛
の
焉
め
に
チ
ェ
ル
ノ
｀
ル
ス

カ
ヤ
扁
の
自
領
ペ
ト
ー
フ
ス
コ
エ
荘
園
で
夫
０
ピ
ョ
オ
ト
ル
ー
ブ

シ
リ
エ
弁
チ
が
殺
さ
れ
る
の
を
限
前
に
見
た
の
で
、
驚
き
の
診
り

呆
然
と
し
て
創
作
な
ん
か
出
来
な
く
な
っ
た
。
一
九
二
〇
年
、
デ

ー
ぶ

通
っ
て
セ
ル
ビ
ア
に
流
亡
し
、
べ
そ
フ
ヤ
ー
ツ
ェ
ル
＝
フ
イ
に
次

い
で
ベ
ル
ぞ
フ
ア
ド
に
移
っ
て
行
っ
た
。
流
亡
０
後
は
故
國
へ
再

び
錨
る
望
も
絶
え
た
が
、
彼
女
は
自
著
を
他
國
で
出
版
し
よ
う
と

老
眼
を
押
し
拭
ひ
っ
ｘ
整
理
を
倦
ま
す
績
け
て
居
た
が
、
一
九
二

三
年
奮
暦
十
一
月
二
十
一
日
に
帝
政
口
シ
ア
の
夢
を
偲
び
っ
ｘ
七

十
八
歳
で
歿
し
た
。
此
書
に
は
遺
書
ｏ
一
と
し
て
一
九
二
三
年
ｏ

自
序
が
あ
る
が
、
ヤ
ツ
ト
昨
年
上
海
で
子
供
等
に
よ
り
出
版
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
瓢
零
流
浪
の
才
女
轄
愛
一
代
の
運
命
は
仲
々
に
も

痛
ま
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
演
純
太
郎
）

曹
語
研
究
資
料
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ｋ
ｉ
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ｖ
ｏ
ｒ
a
m
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a
ｚ
ｙ
ｋ
ａ
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ｏ
ｕ
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Ｔ
ｒ
ｕ
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ｙ
　
Ｔ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
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ａ
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ｋ
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ｉ
ａ
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Ｘ
Ｉ
.

　
　

一
一
Ｖ
Ｔ
ｏ
ｓ
ｋ
ｖ
ａ
-
Ｌ
ｅ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
ｒ
ａ
ｄ
｡
　
１
９
３
５
.
　
ｐ
ｐ
.
　
１
３
６
.

　

右
は
ネ
フ
ス
キ
先
生
の
畜
溥
曹
族
語
考
で
あ
る
。
昭
和
二
年
Ｏ

夏
季
休
暇
に
ネ
フ
ス
キ
先
生
は
大
阪
外
國
語
學
校
の
同
僚
浅
井
恵

倫
教
授
と
相
携
へ
て
蕃
語
研
究
０
埓
め
に
畜
湾
に
向
ひ
、
余
は
之

を
紳
戸
埠
頭
に
逡
っ
た
が
、
節
米
直
ち
に
雨
先
生
は
引
績
い
て
静

安
學
祗
０
例
會
に
於
て
調
査
憧
報
を
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
大
要
は

静
安
學
耽
通
報
第
一
期
、
静
安
學
獣
報
告
第
一
な
ど
に
載
っ
て
ゐ

る
。
そ
０
詳
細
な
る
研
究
は
浅
井
教
授
の
シ
ェ
デ
ッ
ク
語
は
Ｓ
ｏ
ｍ
ｅ

Ｏ
ｂ
ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
　
ｏ
ｎ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｓ
ｅ
ｄ
ｉ
ｋ
　
Ｌ
ａ
ｎ
ｇ
ｕ
ａ
ｇ
ｅ
　
　
ｏ
ｆ

　
Ｆ
ｏ
ｒ
m
o
ｓ
ａ
　
　
　
Ａ
］
し

て
東
洋
學
叢
編
第
一
冊
に
登
表
さ
れ
た
が
、
今
叉
ネ
フ
ス
キ
先
生

の
ツ
ォ
ウ
語
が
茲
に
ア
カ
デ
ミ
イ
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
共
に
毫
湾
蕃
語
研
究
０
模
範
的
作
品
と
稀
し
て
決
し
て
溢
美

で
は
な
い
。
内
容
は
次
の
通
り
。

序
言
。
阿
里
山
蕃
曹
族
の
概
要
と
先
生
渡
憂
し
て
曹
族
ト
フ
ヤ
獣

　

語
研
究
の
情
況
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
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2６８

第
一
部
。
音
韻
論
で
あ
る
。

　

Ａ
。
曹
語
の
音
韻
。

　
　

一
、
日
本
人
０
曹
語
研
究
。

　
　

二
、
ト
フ
ャ
語
の
音
韻
組
織
。

　

Ｂ
。
音
韻
比
較
。

　
　

一
、
曹
語
の
音
韻
現
象
。

　
　

二
、
曹
語
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
族
と
の
音
韻
比
較
。

第
二
部
。
資
料
編
で
題
譚
と
註
稼
と
を
附
し
て
あ
る
。

　

Ａ
。
原
文
。
凡
て
ゞ
十
七
篇
あ
る
。

　

Ｂ
。
願
譚
と
註
輝
。

　
　

一
、
此
土
地
に
住
み
初
め
し
話
。

　
　

二
、
オ
ア
ヂ
ミ
が
月
を
射
落
し
た
話
。

　
　

三
、
魚
を
網
で
捕
へ
る
話
。
和
気
雷
紳
の
傅
誕
と
比
較
し
て

　
　
　
　

あ
る
。

　
　

四
、
野
猫
が
蜂
を
引
出
し
た
話
。

　
　

五
、
狩
に
出
た
男
の
弟
が
敵
に
捕
へ
ら
れ
る
話
。
首
狩
の
事

　
　
　
　

を
説
明
し
て
あ
る
。

　
　

六
、
ニ
グ
ェ
禰
０
話
。
善
魂
悪
魂
の
事
、
死
に
開
す
る
詳
し

　
　
　
　

い
説
明
が
附
い
て
ゐ
る
。

　
　

七
、
賢
い
ヤ
ワ
エ
の
話
。
三
篇
出
て
ゐ
る
。

　
　

八
、
晰
場
と
野
猫
の
話
。

　
　

九
、
築
で
魚
を
捕
る
話
）

　
　

十
、
去
勢
さ
れ
た
る
小
供
の
話
。

　
　

十
一
、
犬
で
獣
を
狩
る
話
。
狩
猟
方
法
を
脆
明
し
て
ゐ
る
。

　
　

十
二
、
狩
の
時
の
所
り
。

　
　

十
三
、
酒
を
造
る
法
。
我
國
の
古
法
に
及
ん
で
ゐ
る
。

　
　

十
四
、
結
婚
の
方
法
。
こ
ｘ
で
曹
族
の
氏
族
制
度
を
詳
述
し

　
　
　
　
　

て
あ
る
。

　
　

十
五
、
稜
畑
を
耕
す
方
法
。
こ
ｘ
に
は
語
學
的
註
称
が
特
に

　
　
　
　
　

詳
し
い
。

　

第
一
部
第
二
部
を
通
じ
て
純
然
た
る
研
究
報
告
で
あ
っ
て
余
に

は
批
評
の
資
格
は
無
い
が
、
精
審
に
し
て
質
賓
、
嘆
賞
０
外
は
無

い
。
言
語
學
的
誕
明
と
民
俗
學
的
註
称
と
相
僕
っ
て
理
解
を
完
全

な
ら
し
め
、
先
人
０
研
究
は
精
棒
を
選
ん
で
參
詮
し
、
徒
ら
に
自

ら
を
張
る
の
態
度
更
に
無
く
、
具
に
後
學
の
範
と
鴛
す
に
足
る
。

此
著
恐
ら
く
露
語
に
於
け
る
豪
潜
語
或
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
研
究

０
槽
輿
で
あ
ら
う
が
、
我
國
の
喜
湾
語
學
界
も
亦
基
本
的
な
る
こ

の
研
究
書
の
出
現
に
於
て
多
大
の
啓
登
を
得
る
事
と
信
す
る
。
因

に
倚
ほ
続
編
に
於
て
語
法
諭
を
撰
し
て
語
彙
を
附
し
、
完
成
す
る

と
の
事
で
あ
る
。
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2６９

　

著
者
は
日
本
語
研
究
の
篤
め
に
は
、
北
は
ア
イ
ヌ
語
、
南
は
琉

球
、
盛
岡
語
迄
親
し
く
手
に
掛
け
て
研
究
さ
れ
た
ん
だ
が
、
今
こ

ゝ
に
そ
の
詳
細
な
る
報
告
論
文
の
一
を
世
に
問
う
た
。
そ
れ
に
つ

け
て
も
著
者
の
ア
イ
ス
語
研
究
、
宮
古
語
研
究
、
前
者
は
整
理
も

殆
ん
ど
出
来
て
ゐ
た
し
、
後
者
は
我
國
で
學
位
論
文
と
し
て
提
出

す
べ
く
起
草
中
で
あ
つ
た
ん
だ
が
、
そ
れ
等
も
続
々
と
學
界
に
恵

勉
せ
ら
れ
ん
事
は
希
望
に
堪
え
な
い
。

　
　

（
石
演
純
太
郎
）

境
野
黄
洋
著

　

支
那
佛
教
精
史

　

本
書
は
昭
和
八
年
十
一
月
に
六
十
三
歳
で
歿
せ
ら
れ
た
境
野
博

士
の
遺
稿
で
あ
る
。
博
士
が
前
に
（
て
一
作
）
出
版
せ
ら
れ
た
『
支
那

佛
教
史
講
話
』
巻
上
を
詳
細
周
密
に
改
訂
増
補
の
形
を
以
て
、
執

筆
し
て
お
か
れ
た
も
０
で
あ
っ
て
、
左
０
篇
章
を
分
っ
て
。
本
文

一
千
八
頁
に
佛
教
傅
来
か
ら
、
南
北
期
末
ま
で
０
支
那
佛
教
史
を

論
述
し
、
更
に
索
引
を
附
し
た
大
冊
で
あ
る
。

　

第
一
篇

　

羅
什
以
前
Ｉ
Ｉ
Ｉ
古
鐸
時
代

　
　

第
一
章

　

佛
教
０
傅
来

　
　

第
二
章

　

安
息
佛
教

　
　

第
三
章

　

月
支
佛
歌

　
　

第
四
章

　

天
竺
及
び
康
居
の
俯
侶

　
　

第
五
章

　

于
閲
及
び
轍
茲
佛
教

　
　

第
六
章

　

経
録
０
成
立

　

第
二
篇

　

隋
唐
以
前
－
‐
荷
譚
時
代

　
　

第
一
章

　

鳩
摩
羅
什
の
學
統

　
　

第
二
章

　

廬
山
と
道
場
寺

　
　

第
三
章

　

涅
槃
経
の
翻
傅

　
　

第
四
章

　

南
北
朝
ｏ
鐸
経

　
　

第
五
章

　

地
論
宗

　
　

第
六
章

　

揖
論
宗

　
　

第
七
章

　

小
乗
三
蔵
の
譚
傅

　
　

第
八
章

　

大
乗
戒
の
傅
譚

　
　

第
九
章

　

禰
宗
の
起
源

　
　

第
十
章

　

成
賓
宗

　
　

第
尤
章

　

外
護
と
排
佛
破
佛

以
上
、
章
を
分
つ
こ
と
は
前
著
『
講
話
』
と
異
ら
な
い
か
、
そ
の

内
容
は
殆
ん
ど
倍
以
上
に
噌
訂
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
先
年
私
が
佛
教

學
大
會
の
席
上
で
老
博
士
か
ら
「
自
分
は
今
奮
著
の
改
訂
を
や
つ

て
ゐ
る
が
、
京
都
の
某
君
の
佛
漱
支
那
傅
来
脆
は
何
に
出
て
ゐ
る

_ 61 ―


